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　　　　食事及び食事空間に関する研究

一第１報　食事及び食卓の演出に対する意識についてー

　　　　○正岡さち（島根大）

住　　居

　【目的】近年、余暇の時代ともいわれ、生活を楽しむ時代になってきた。そういった時代

を反映してか、食に関しても、だた作って食べるだけでなく、テーブル・コーディネート

のように「食を演出する」ことも注目されるようになってきた。そこで、本研究では、調

理や食事、食卓や食事空間の演出に対する意識を明らかにするとともに、食事空間の実態

を明らかにし、今後の食事空間のあり方を探ることを目的として、調査を行った。

　【方法】食卓テーブルと椅子のある食事空間を持つ住宅を対象とし、松江市内を中心とし

た99戸を個別訪問して、意識調査・実測調査及び写真撮影を行った。意識調査は、主婦も

しくはそれに該当する家事担当者とし、質問紙留置自記法で、直接配布・直接回収により

行った。調査期間は1997年８月上旬～９月下旬である。
　【結果及び考察】調理が好きという人は約半数、インテリアに興味がある人は４害り強で

あった。調理に関しては、栄養バランスや味へのこだわりといった栄養補給の側面だけで

なく、食事の雰囲気を大切にする傾向も強かった。さらに、食器に関心がある人は約８割

であり、料理やインテリアに興味がある人ほど、食器は道具として以外にも、食卓を演出

する重要な要素として捉えていた。また、食卓を演出するための工夫は約半数が行ってお

り、主な工夫は、食器にこだわる・花を飾る等である。工夫をする理由としては、食事が

楽しく、おいしく食べられるからが多かった。調理好きの人ほど食卓演出の工夫をしてお

り、作った料理に対する配慮まで行っているといえよう。

2Ka－2 　戸建て住宅居住に伴う生活財の保有と住生活の変容(第１報)

　　‐婚福周度品からみた生活財の特性と住生活‐

岡ll吠・院O河内美智　　　岡山大　冨士田亮子

目的：一度にまとめて住居内に持ち込まれる婚礼調度品は結婚時から現住宅居住に至るま

での生活財の保有の変化をみることができる。そこで、婚礼調度品の保有変化を通して、

生活財の保有にかかわる要因、保有状況からみた生活財の特性を第１報で、戸建て住宅居

住に伴う生舌財からみた起居様式を左右する住宅、室特性を第２報で明らかにする。

研究方法：対象者は大都市と地方都市および婚礼調度についての習慣の違いを考慮して岡

山、名古屋の戸建て住宅に居住の主婦またはそれに代わる者とした。調査方法は留め置き

自記法によるアンケート調査である。有効回収数は266票（名古屋100票、岡山166票）

回m率はm%である。調査時期は1997年9月からlO月である。

結果：①婚ﾈL調度品の保有変化とその要因の関係では、転居に伴う住宅形態の変化ｶ注活

財の処分につながり、家族周期段索では第１・第２教育期で実家や住戸外に別置が、第２

教育期及び成院期後半で処分力多くなり、議院期後半になると保有状況は安定するという

状況が窺われる。②生活財は、婚礼凋度品としての準備率と現在の保有家具の関係から、

準備率、保有率ともに部､嘩
変化の大きい変動的な生活財、そして、準備率、保有率ともに低い選択的な生活財の３タ

イプに大別できる。また、生活財の保有傾向としては椅子座の指向がみられる。今後の住

圀1iijにおいては、基本的な家具のための空間確保、あるいは、つくりつけ家具の必要陸
が指摘される。③婚礼調度瓦の準備段階では地域特性があるが、保有状況は住宅の影響が

大である。
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